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論
理
的
思
考
を
育
む
表
現
指
導

ー
話
す
・
聞
く
能
力
と
書
く
能
力
を
と
も
に
育
む
学
習
活
動
を
目
指
し
て
ー

千
葉
県
立
○
○
高
等
学
校

田
村

信
夫

（
国
語
科
）

一

は
じ
め
に

近
年
、
国
際
化
・
情
報
化
の
進
展
や
価
値
観
の
多
様
化
な
ど
、
人
々
の
生
活
環
境
が

急
速
に
変
化
し
て
い
る
中
で
、
我
々
は
、
一
人
ひ
と
り
が
主
体
的
に
考
え
、
そ
れ
ぞ
れ

が
直
面
す
る
課
題
に
柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

社
会
の
変
化
に
と
も
な
い
、
国
語
教
育
に
お
い
て

「
自
分
の
考
え
を
も
っ
て
論
理
的

、

に
意
見
を
述
べ
た
り
、
相
手
の
考
え
を
尊
重
し
て
話
し
合
っ
た
り
す
る
こ
と

（

高

」
『

等
学
校
学
習
指
導
要
領

国
語
表
現
Ⅰ

）
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し

』

な
が
ら
私
自
身
の
実
践
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
テ
キ
ス
ト
に
書
か
れ
て
い
る
内
容
を

理
解
さ
せ
る
だ
け
の
指
導
に
重
点
を
お
き
、
文
章
の
構
成
や
展
開
を
正
確
に
把
握
す
る

力
、
根
拠
を
明
確
に
し
な
が
ら
自
分
の
考
え
や
意
見
を
述
べ
る
力
の
育
成
に
は
あ
ま
り

時
間
を
か
け
て
来
な
か
っ
た
と
思
う
。

日
々
の
学
校
生
活
に
お
い
て
生
徒
達
の
会
話
を
聞
い
て
い
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
略
語

が
使
わ
れ
て
い
て
驚
か
さ
れ
る
。
ま
た
時
に
、
話
を
し
て
い
る
者
同
士
の
会
話
が
成
立

し
て
い
る
の
か
首
を
傾
け
た
く
な
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
話
し
言
葉
の
世
界
だ
け
で

は
な
く
、
書
き
言
葉
の
世
界
に
お
い
て
も
同
様
な
傾
向
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
試

験
に
向
け
て
の
効
率
の
良
い
単
語
の
学
習
は
す
る
。
た
だ
し
、
日
頃
か
ら
本
な
ど
を
読

、

、

ん
で
言
葉
に
慣
れ
親
し
ん
だ
り

順
序
立
て
て
話
を
し
よ
う
と
す
る
こ
と
が
な
い
た
め

文
章
を
書
く
際
に
も
う
ま
く
自
分
の
気
持
ち
を
相
手
に
伝
え
る
こ
と
が
出
来
ず
に
い

る
。
自
国
だ
け
で
な
く
、
世
界
的
規
模
で
多
く
の
人
々
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

ら
ね
ば
な
ら
な
い
昨
今
で
あ
る
の
に
、
現
状
は
な
か
な
か
難
し
い
状
況
に
あ
る
。
だ
か

ら
こ
そ
、
生
徒
は
話
し
合
い
を
建
設
的
に
行
っ
た
り
、
文
章
を
推
敲
し
自
己
の
考
え
を

深
め
た
り
、
テ
キ
ス
ト
を
読
ん
で
書
か
れ
て
い
る
情
報
の
信
頼
性
を
自
ら
検
証
し
た
り

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
生
徒
を
育
て
る
た
め

に
は
論
理
的
思
考
を
高
め
る
指
導
の
工
夫
・
改
善
が
今
こ
そ
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
本
実
践
で
は
他
者
の
考
え
を
的
確
に
理
解
す
る
能
力
、

さ
ら
に
は
論
理
的
に
文
章
に
よ
っ
て
自
分
の
考
え
を
表
現
す
る
能
力
を
育
成
す
る
学
習

指
導
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
指
導
方
法
の
工
夫
・
改
善
に
よ
っ
て
、
主
体
的
に
考
え
、

直
面
す
る
課
題
に
柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
生
徒
を
育
て
る
た
め
に
、
こ
の
授
業
実
践
を

行
っ
た
。

二

現
状
調
査

（
一
）
本
校
生
徒
の
状
況

本
校
は
百
有
余
年
の
歴
史
あ
る
学
校
で
あ
る
。
生
徒
は
勉
学
だ
け
で
な
く
課
外

活
動
に
対
す
る
意
欲
も
極
め
て
高
い
。
学
校
行
事
も
生
徒
会
を
中
心
に
生
徒
主
体

の
運
営
が
な
さ
れ
、
生
徒
は
素
直
で
落
ち
着
い
て
い
る

「
文
武
両
道
」
の
精
神

。

は
今
も
生
き
て
い
る
が
、
反
面
、
悠
長
に
構
え
す
ぎ
て
い
る
感
が
あ
り
、
生
徒
達

は
自
ら
を
律
し
、
自
己
錬
磨
に
励
め
ば
も
っ
と
伸
び
る
資
質
を
持
っ
て
い
る
。

国
語
の
授
業
に
お
い
て
も
、
学
習
意
欲
が
高
く
知
識
欲
も
あ
る
が
、
反
面
、
思

考
が
短
絡
的
で
、
テ
キ
ス
ト
か
ら
「
解
答
」
を
探
す
こ
と
だ
け
が
「
読
解
」
だ
と

勘
違
い
し
て
い
る
生
徒
も
少
な
く
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
他
者
の
主
張
の
論
理
的

な
組
み
立
て
を
的
確
に
と
ら
え
よ
う
と
し
た
り

論
拠
を
明
確
に
し
論
理
的
に

自

、

「

分
の
意
見
」
を
組
み
立
て
て
表
現
し
た
り
す
る
こ
と
は
苦
手
で
あ
る
。
自
分
の
言

葉
で
考
え
表
現
す
る
機
会
が
、
こ
れ
ま
で
の
授
業
で
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
か
っ
た
こ

と
も
そ
の
理
由
の
一
つ
で
あ
る
。

（
二
）
デ
ィ
ベ
ー
ト
お
よ
び
小
論
文
に
つ
い
て
の
実
態
調
査

【
対
象
生
徒
】
平
成
十
八
年
度
一
学
年

三
ク
ラ
ス

【
実
施
時
期
】
平
成
十
八
年
度
五
月

【
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

回
答
数

】
111

h.tnk20
四角形

h.tnk20
タイプライタ

h.tnk20
タイプライタ

h.tnk20
タイプライタ
○
○
○
立
○
○
○
○
高
等
学
校

○
○

○
○
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ア

「
デ
ィ
ベ
ー
ト
」
を
や
っ
て
み
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

・
や
っ
た
こ
と
が
あ
り
知
っ
て
い
る
（

・
２
％
）

13

・
や
っ
た
こ
と
は
な
い
が
知
っ
て
い
る
（

・
５
％
）

60

・
全
然
知
ら
な
い
（

・
３
％
）

27

イ

「
小
論
文
」
を
書
い
て
み
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

ま
た
「
作
文
」
と
の
違
い
は
分
か
り
ま
す
か
。

・
書
い
て
み
た
こ
と
が
あ
り
違
い
も
知
っ
て
い
る
（

・
２
％
）

37

・
書
い
て
み
た
こ
と
は
な
い
が
知
っ
て
い
る
（

・
２
％
）

51

・
よ
く
分
か
ら
な
い
（

・
６
％
）

11

ウ

「
小
論
文
」
の
書
き
方
に
は
ど
の
よ
う
な
方
法
が
あ
る
か
知
っ
て
い
ま
す

か
。

・
い
く
つ
か
知
っ
て
い
る
（

・
０
％
）

22

・
一
つ
知
っ
て
い
る
（

・
７
％
）

54

・
よ
く
分
か
ら
な
い
（

・
３
％
）

23

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
見
る
と
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
未
経
験
者
が
八
割
を
超
え
る
数
と
な

。

、

「

」

、

、

っ
て
い
る

そ
こ
で

ま
ず

デ
ィ
ベ
ー
ト

と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か

そ
の
目
的
や
実
施
方
法
な
ど
を
生
徒
に
示
し
、
こ
れ
か
ら
の
学
習
活
動
に
お
い
て
デ
ィ

ベ
ー
ト
を
用
い
、
他
者
の
主
張
を
的
確
に
と
ら
え
た
り
、
自
分
の
意
見
を
理
論
的
に
組

み
立
て
、
効
果
的
に
表
現
す
る
能
力
を
養
っ
た
り
と
い
っ
た
単
元
目
標
を
生
徒
に
知
ら

せ
る
。

デ
ィ
ベ
ー
ト
は
、
自
分
と
異
な
る
意
見
の
「
他
者
」
を
論
駁
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
た
め
に
、
生
徒
に
「
他
者
」
を
意
識
さ
せ
や
す
い
。
生
徒
は
相
手
チ
ー
ム
が
ど

の
よ
う
な
質
問
や
反
論
を
し
て
く
る
の
か
を
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
知
ら

ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
「
他
者
」
を
意
識
し
な
が
ら
物
事
を
考
え
る
よ
う
に
な
る
。
さ
ら

に
デ
ィ
ベ
ー
ト
に
は
、
伝
達
行
為
に
お
け
る
実
践
的
な
「
立
論

「
質
疑

「
反
駁
」

」

」

と
い
う
「
型
」
が
あ
り

「
他
者
の
主
張
」
に
対
し
「
自
分
の
主
張
」
を
論
理
的
に
組

、

み
立
て
る
訓
練
を
効
果
的
に
行
え
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

通
常
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
討
論
は
チ
ー
ム
制
で
行
わ
れ
る

（
四
十
人
ク
ラ
ス
で
あ
る
な

。

ら
ば
、
一
チ
ー
ム
十
人
の
四
チ
ー
ム

）
チ
ー
ム
制
で
の
利
点
は
、
集
団
で
あ
る
が
故

。

に
個
々
に
応
じ
て
役
割
分
担
が
で
き
る
こ
と
で
あ
り
、
相
互
に
相
談
す
る
こ
と
が
可
能

な
こ
と
に
あ
る
。
だ
が
時
と
し
て
、
発
言
す
る
の
は
特
定
の
生
徒
に
偏
り
や
す
く
、
デ

ィ
ベ
ー
ト
に
積
極
的
に
参
加
し
な
く
て
も
事
足
り
て
し
ま
う
状
況
も
想
定
さ
れ
る
。
ま

た
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
未
経
験
者
の
割
合
な
ど
も
考
慮
す
る
と
、
生
徒
の
実
態
調
査
を
踏
ま

え
、
よ
り
濃
密
な
内
容
の
あ
る
デ
ィ
ベ
ー
ト
に
す
る
工
夫
が
必
要
と
な
る
。

ま
た
、
こ
の
実
態
調
査
で
「
小
論
文
」
に
つ
い
て
も
未
経
験
者
が
六
割
強
、
い
る
こ

と
も
わ
か
っ
た
。
し
か
し
、
小
論
文
を
経
験
し
て
い
る
者
で
も
、
書
く
能
力
の
向
上
を

目
指
し
た
指
導
を
受
け
た
経
験
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
そ
こ
で
、
本
実
践
で
は
、
デ
ィ
ベ

ー
ト
で
得
た
「
相
手
の
主
張
を
的
確
に
と
ら
え
る

・

論
拠
を
明
確
に
し
、
自
分
の

」
「

意
見
を
論
理
的
に
組
み
立
て
る

・

資
料
を
活
用
す
る
」
と
い
っ
た
力
を
、
資
料
や

」
「

課
題
文
を
読
み
自
分
の
意
見
を
展
開
す
る
形
で
の
小
論
文
を
書
く
こ
と
に
応
用
す
る
。

資
料
を
的
確
に
読
み
取
っ
た
り
、
相
手
の
主
張
を
的
確
に
と
ら
え
た
り
し
た
上
で
、
あ

る
程
度
ま
と
ま
っ
た
長
さ
の
自
己
主
張
を
展
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

三

研
究
方
法

（
一
）
研
究
の
流
れ

本
研
究
の
流
れ
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

生
徒
の
実
態
調
査
↓
分
析
↓
仮
説
設
定
↓
授
業
実
践
↓
実
践
分
析
↓

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
↓
仮
説
検
証

（
二
）
仮
説

デ
ィ
ベ
ー
ト
か
ら
、
資
料
や
「
他
者
の
主
張
」
を
読
み
取
り
、
小
論
文
を
書
く
と
い

っ
た
一
連
の
学
習
活
動
を
段
階
的
に
実
施
す
る
こ
と
で
、
生
徒
達
は
他
者
の
主
張
を
的

確
に
と
ら
え
、
そ
れ
に
対
す
る
自
分
の
主
張
を
論
理
的
に
組
み
立
て
表
現
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
こ
の
一
連
の
学
習
活
動
に
よ
り
生
徒
達
は

「
話
す
・

、

聞
く
能
力

「
読
む
能
力

・

書
く
能
力
」
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
身
に
つ
き
、
伝
え
合
う

」

」
「

力
の
向
上
が
期
待
で
き
る
。
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学
習
指
導
計
画

（
三
）実

施

時

期

実

践

内

容

実

践

目

的

評

価

の

観

点

主

な

評

価

規

準

。

六

月

・
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
目
的
や
実
施

・

関
心
・
意
欲
・
態
度

・

「

」

テ
ー
マ
に
関
す
る
情
報
を
選
択
し
活
用
し
た
か

度

三
時
間

実
施

「
二
人
組
に
よ
る
対
話
型
の
デ
ィ
ベ

方
法
な
ど
を
知
る
。

・
相
手
の
主
張
を
的
確
に
と
ら
え
た
か
。

。

年

ー
ト

（
予
備
実
践
）

・
対
話
型
デ
ィ
ベ
ー
ト
で
論
理

・

話
す･

聞
く
能
力
」

・

」

「

自
分
の
主
張
を
論
理
的
に
組
み
立
て
ら
れ
た
か

８

的
な
意
見
交
換
に
慣
れ
る
。

・
相
手
の
主
張
を
考
慮
し
た
主
張
を
し
た
か
。

１成

十
一
月

・
他
者
の
主
張
を
的
確
に
と
ら

・

関
心
・
意
欲
・
態
度

・
班
で
の
討
議
に
意
欲
的
に
参
加
し
た
か
。

「

」

平

三
時
間

実
施

「
デ
ィ
ベ
ー
ト
演
習

（
実
践
Ⅰ
）

え
、
自
己
の
主
張
を
論
理
的

・
相
手
の
主
張
を
的
確
に
と
ら
え
た
か
。

」

。

に
展
開
す
る
。

・

話
す
・
聞
く
能
力
」

・

「

自
分
の
主
張
を
論
理
的
に
組
み
立
て
ら
れ
た
か

五

月

・
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
踏
ま
え
、
論

・

関
心
・
意
欲
・
態
度

・
自
分
の
主
張
の
論
拠
と
な
る
事
柄
を
様
々
に
検

「

」

一
時
間

実
施

「
論
理
的
に
自
分
の
意
見
を
構
成

理
的
な
構
成
に
必
要
な
基
本

証
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
。

す
る
た
め
に

（
実
践
Ⅱ
）

的
な
事
柄
を
確
認
す
る
。

・

知
識
・
理
解
」

・
複
数
の
論
拠
を
挙
げ
、
自
分
の
主
張
を
し
っ
か

」

「

り
と
し
た
も
の
に
す
る
工
夫
が
で
き
た
か
。

度

六

月

・
様
々
な
意
見
を
的
確
に
と
ら

・

関
心
・
意
欲
・
態
度

・
自
分
の
主
張
の
論
拠
と
な
る
事
柄
を
複
数
あ
げ

「

」

年

二
時
間

実
施

「

山
月
記
』
の
読
解
を
も
と
に

え
そ
れ
ら
を
考
慮
し
た
意
見

・

話
す
・
聞
く
能
力
」

て
、
様
々
な
角
度
か
ら
検
証
で
き
た
か
。

『

「

９

し
た
班
別
の
討
論
会

実
践
Ⅲ

を
論
理
的
に
構
成
し
て
述
べ

・

読
む
能
力
」

・
多
様
な
論
拠
か
ら
出
さ
れ
る
多
様
な
意
見
に
対

」（

）

「

１

る
。

し
、
そ
れ
ら
を
的
確
に
と
ら
え
て
い
る
か
。

成平

六

月

・
デ
ィ
ベ
ー
ト
に
お
け
る
「
論

・

関
心
・
意
欲
・
態
度

・
論
述
の
型
に
従
っ
て
主
張
を
展
開
し
た
か
。

「

」

二
時
間

実
施

「
山
月
記

小
論
文
指
導
」

述
の
型
」
を
利
用
し
論
理
的

・

読
む
能
力
」

・
論
拠
の
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
か
。

「

（
実
践
Ⅳ
）

な
構
成
の
小
論
文
を
書
く
。

・

書
く
能
力
」

・
適
切
な
自
己
評
価
が
行
え
た
か
。

「

十

月

・
資
料
を
読
み
取
り
、
自
己
の

・

関
心
・
意
欲
・
態
度

・
資
料
内
容
を
読
み
取
り
、
小
論
文
の
論
拠
と
し

「

」

二
時
間

実
施

「
小
論
文
指
導

朝
日
新
聞
よ
り
」

主
張
を
論
理
的
に
組
み
立
て

・

読
む
能
力
」

て
検
討
・
整
理
で
き
た
か
。

「

（
実
践
Ⅴ
）

る
。

・

書
く
能
力
」

・
論
述
の
型
を
応
用
し
た
小
論
文
が
書
け
た
か
。

「
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四

授
業
実
践

一
）
予
備
実
践

「
二
人
組
に
よ
る
対
話
型
デ
ィ
ベ
ー
ト
」

（
【
対
象
】
平
成
十
八
年
度
一
学
年

普
通
科
一
年
○
○
組

○
○
名

【
時
期
】
平
成
十
八
年
度
六
月

ア

単
元
の
目
標

①
テ
ー
マ
に
そ
っ
て
「
肯
定
・
否
定
」
の
立
場
で
、
自
分
の
考
え
を
述
べ
る
。

②
相
手
の
主
張
に
耳
を
傾
け
、
よ
く
理
解
し
た
上
で
、
反
論
す
る
材
料
を
揃
え
る
。

③
相
互
に
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
を
深
め
合
う
。

イ

授
業
の
流
れ
（
三
時
間
）

《
第
一
時
》
デ
ィ
ベ
ー
ト
に
つ
い
て
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

・
デ
ィ
ベ
ー
ト
と
は
（
二
十
分
）

・
ビ
デ
オ
「
デ
ィ
ベ
ー
ト
甲
子
園

（
全
国
教
室
デ
ィ
ベ
ー
ト
連
盟
）
に

」

よ
る
模
範
デ
ィ
ベ
ー
ト
（
三
十
分
）

《
第
二
時
》
テ
ー
マ
の
提
示
「
大
学
進
学
は
必
要
で
あ
る
か
、
否
か
」

・
事
前
準
備
・
話
し
合
い
の
進
め
方
の
指
導

《
第
三
時
》
対
話
型
デ
ィ
ベ
ー
ト
準
備

・
主
張
の
骨
組
み
と
な
る
論
点
の
決
定

・
討
論
後
、
生
徒
に
評
価
さ
せ
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

ウ

授
業
実
践
に
当
た
っ
て
の
留
意
点

デ
ィ
ベ
ー
ト
と
は
何
か
、
及
び
ど
の
よ
う
に
実
践
し
た
ら
い
い
の
か
を
ま
ず
ビ
デ
オ

に
よ
っ
て
指
導
し
た
。

そ
の
後
、
無
作
為
に
二
人
組
を
作
ら
せ
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
前
段
階
と
し
て
の
「
二
人

組
デ
ィ
ベ
ー
ト
」
を
実
践
し
た
。
本
校
生
徒
は
、
授
業
で
自
分
の
意
見
を
述
べ
る
程
度

な
ら
ば
得
意
で
あ
る
が
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
と
し
て
内
容
の
あ
る
討
論
が
行
わ
れ
る
こ
と
ま

で
は
期
待
で
き
な
い
。
論
ず
べ
き
テ
ー
マ
に
対
し
て
自
分
の
主
張
を
支
え
る
有
効
な
資

料
を
探
し
出
し
、
論
理
構
成
を
考
え
る
こ
と
や
、
他
者
の
反
応
を
意
識
し
た
展
開
と
な

る
と
、
き
わ
め
て
難
し
い
課
題
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
実
際
に
ま
ず
二
人
組
で
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
の
「
対
話
」
を
設
定
し
た
。

実
践
に
あ
た
っ
て
、
次
の
事
柄
に
留
意
し
た
。

①
テ
ー
マ
を
事
前
に
発
表
し
、
立
論
の
準
備
を
さ
せ
る
こ
と
。

（
資
料
の
検
討
時
に
は
適
宜
授
業
者
が
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
）

②
対
話
シ
ー
ト
（
資
料
①
）
を
準
備
し
、
相
手
の
主
張
と
自
分
の
主
張
を
整
理
さ
せ

る
こ
と
。

③
評
価
に
つ
い
て
は
、
対
話
シ
ー
ト
を
も
と
に
し
た
授
業
者
の
評
価
と
自
己
評
価
票

を
使
っ
た
生
徒
の
自
己
評
価
で
行
う
こ
と
。

エ

授
業
の
様
子
と
評
価
の
実
際

二
人
組
に
よ
る
対
話
型
デ
ィ
ベ
ー
ト
は
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
お
こ
な
わ
れ
た
。

始
め
に
簡
単
な
自
己
紹
介
を
し
、
そ
の
後
「
大
学
進
学
は
必
要
で
あ
る
か
、
否
か
」
と

い
う
テ
ー
マ
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。
対
話
シ
ー
ト
（
資
料
①
）
に
基
づ
い
て

「
立

、

論

「
質
疑

「
反
駁
」
の
型
を
意
識
さ
せ
、
ま
ず
は
相
手
の
意
見
へ
の
理
解
、
反
論
、

」

」

そ
し
て
ど
う
や
っ
て
相
手
の
意
見
を
踏
ま
え
な
が
ら
自
分
の
意
見
を
相
手
に
納
得
さ
せ

る
か
、
な
ど
意
識
し
な
が
ら
話
を
さ
せ
た
。
疑
問
に
思
う
点
は
す
ぐ
に
そ
の
場
で
質
問

さ
せ
、
自
他
の
考
え
方
の
違
い
、
そ
し
て
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
を
相
互
に
確

認
し
た
。
問
答
を
繰
り
返
し
て
い
く
と
、
次
第
に
ク
ラ
ス
全
体
が
活
気
づ
い
て
い
く
の

が
よ
く
分
か
っ
た
。

デ
ィ
ベ
ー
ト
後
、
次
の
方
法
で
評
価
を
行
っ
た
。

１

対
話
シ
ー
ト
（
資
料
①
）
に
よ
る
評
価
と
机
間
指
導
に
よ
る
観
察
評
価

対
話
シ
ー
ト
か
ら
相
手
の
主
張
を
的
確
に
と
ら
え
自
分
の
主
張
に
反
映
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
た
か
、
ま
た
資
料
を
活
用
し
自
分
の
主
張
を
論
理
的
に
構
成

で
き
た
か
を
評
価
し
た
。
生
徒
た
ち
の
活
動
状
況
が
把
握
で
き
、
戸
惑
い
な

が
ら
も
み
な
学
習
目
標
を
達
成
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

２

自
己
評
価
票
（
資
料
②
）
を
用
い
た
生
徒
の
自
己
評
価

こ
の
自
己
評
価
で
は
、
生
徒
た
ち
の
学
習
に
対
す
る
「
関
心
・
意
欲
・
態
度
」

。

、

「

」

を
評
価
し
た

自
己
評
価
の
結
果
で
は

問
②
③
に
お
い
て
は

よ
く
で
き
た

を
選
ん
だ
生
徒
が
七
割
強
い
た
が
、
生
徒
た
ち
が
学
習
目
標
を
達
成
し
た
こ
と

が
分
か
る
。
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オ

反
省
・
課
題

デ
ィ
ベ
ー
ト
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
自
分
の
主
張
の
論
理
的
構
成
や
他
者
の
主
張

を
的
確
に
と
ら
え
る
と
い
っ
た
重
要
事
項
を
演
習
形
式
で
学
習
さ
せ
た
。
結
果
に
つ
い

て
は
評
価
に
示
し
た
通
り
、
ほ
ぼ
、
そ
の
学
習
目
的
を
達
成
し
た
。
ま
た
引
き
続
き
、

本
実
践
Ⅰ
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
に
も
応
用
で
き
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
し
か
し
そ
の
反
面
、

生
徒
た
ち
に
資
料
を
調
べ
さ
せ
、
活
用
で
き
る
よ
う
に
促
す
こ
と
が
十
分
に
で
き
ず
、

次
の
実
践
に
向
け
た
課
題
が
残
っ
た
。

（
資
料
①
）
対
話
シ
ー
ト

（
資
料
②
）

自
己
評
価
票

Ａ

（
デ
ィ
ベ
ー
ト
）

（

）

（

）

組

、

。

①

テ
ー
マ
に
対
し

必
要
か
つ
重
要
な
情
報
を
収
集
す
る
こ
と
が
で
き
た
か

②

相
手
の
主
張
を
正
確
に
聞
き
取
り
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
。

③

論
拠
を
示
し
な
が
ら
自
分
の
意
見
を
伝
達
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
。

④

敢
え
て
異
な
る
立
場
に
立
っ
て
、
相
手
の
言
い
分
を
取
り
入
れ
な
が
ら

自
己
の
考
え
を
主
張
で
き
た
か
。

Ａ
＝
よ
く
で
き
た

Ｂ
＝
普
通

Ｃ
＝
や
や
劣
る

Ｄ
＝
で
き
な
か
っ
た

①

②

③

④

⑤

今
回
の
二
人
組
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
や
っ
て
み
て
ど
う
だ
っ
た
か
、
感
想
を

述
べ
て
く
だ
さ
い
。

（

）

自
己
評
価
票

Ａ
ー
⑤
に
お
け
る
生
徒
の
感
想

・
み
ん
な
の
前
で
話
す
の
は
苦
手
だ
が
、
友
達
と
二
人
だ
と
案
外
面
白
い
。

・
随
分
、
自
分
は
他
の
人
と
違
っ
た
も
の
の
見
方
を
し
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ

か
さ
れ
た
。
も
う
少
し
調
べ
る
時
間
が
欲
し
い
。

・
デ
ィ
ベ
ー
ト
は
難
し
い
と
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
あ
て
は

め
て
考
え
て
み
る
と
、
テ
ー
マ
に
対
す
る
自
分
の
考
え
が
よ
り
深
ま
っ
て
い

く
の
が
感
じ
ら
れ
た
。
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（
二
）
実
践
Ⅰ

「
デ
ィ
ベ
ー
ト
演
習
」

【
対
象
】
平
成
十
八
年
度
一
学
年

普
通
科
一
年
○
○
組

○
○
名

【
時
期
】
平
成
十
八
年
度
十
一
月

【
教
材

「
相
手
の
立
場
や
考
え
を
尊
重
し
て
話
す
」

】

（
使
用
教
科
書

大
修
館
書
店

『
国
語
総
合

）
』

デ
ィ
ベ
ー
ト
の
演
習
を
目
的
と
し
、
一
班
十
人
程
度
で
四
班
に
分
か
れ

「
十
八
歳

、

は
大
人
か
、
否
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
討
論
を
実
施
し
た
。
事
前
準
備
と
し
て
、
司
会
・

時
計
・
審
判
担
当
者
各
二
名
を
班
内
で
分
担
さ
せ
た
。
討
論
に
お
け
る
「
立
論

「
質

」

疑

「
反
駁

「
最
終
弁
論
」
は
そ
れ
ぞ
れ
二
分
以
内
と
し
た
上
で

「
デ
ィ
ベ
ー
ト
の

」

」

、

型
」
の
理
解
を
徹
底
さ
せ
、
一
時
間
配
当
で
二
回
の
対
戦
を
行
っ
た
。
な
お
、
事
前
準

備
で
は
、
司
会
と
時
計
担
当
者
は
進
行
の
面
か
ら
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
型
を
確
認
し

、
審

、

判
担
当
者
は
各
班
の
主
張
を
予
想
し
て
判
定
の
仕
方
を
考
え
る
な
ど
、
係
り
ご
と
の
活

動
を
計
画
し
た
。

ア

単
元
の
目
標

①
資
料
を
活
用
し
、
自
分
た
ち
の
主
張
を
よ
り
効
果
的
に
伝
え
る
。

②
相
手
の
主
張
を
的
確
に
と
ら
え
、
反
論
す
る
。

③
班
の
メ
ン
バ
ー
全
員
で
有
効
な
話
し
合
い
を
す
る
。

イ

授
業
の
流
れ

・
討
論
準
備
と
し
て
、
資
料
③
の
準
備
シ
ー
ト
を
班
員
各
自
で
記
入
し
、
各
班
ご

と
に
協
議
さ
せ
る
。

・
肯
定
・
否
定
の
立
場
に
分
か
れ
て
各
班
、
立
論
原
稿
を
完
成
さ
せ
討
論
準
備
を

す
る
。
各
班
、
作
戦
会
議
を
開
く
。

・
デ
ィ
ベ
ー
ト
演
習
を
行
う
。
演
習
終
了
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
票
に
よ
る
評
価

ウ

授
業
に
あ
た
っ
て
の
留
意
点

こ
の
実
践
Ⅰ
は
本
格
的
な
デ
ィ
ベ
ー
ト
で
あ
る
の
で
、
次
の
事
柄
に
留
意
さ
せ
た
。

①
「
司
会
進
行
マ
ニ
ュ
ア
ル

（
資
料
④
）
を
事
前
に
配
布
し
、
討
論
の
円
滑
な
進

」

行
を
う
な
が
す
こ
と
。

②
班
別
で
の
学
習
で
あ
る
た
め
「
準
備
シ
ー
ト
」
を
用
意
し
、
班
単
位
で
の
話
し
合

い
・
検
討
・
立
論
が
円
滑
に
行
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

③
評
価
に
つ
い
て
は
、
準
備
シ
ー
ト
・
自
己
評
価
票
・
討
論
で
行
う
こ
と
。

(

資
料
③)

準
備
シ
ー
ト

〈
抜
粋
〉

（
資
料
④
）
司
会
進
行
マ
ニ
ュ
ア
ル
〈
抜
粋
〉
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エ

授
業
の
様
子
と
評
価
の
実
際

授
業
で
は

各
班
一
回
ず
つ
対
戦
し

一
時
間
で
計
二
回
の
対
戦
を
実
施
し
た

立

、

、

。「

論

「
質
疑

「
反
駁

「
最
終
弁
論
」
の
四
パ
ー
ト
に
つ
い
て
、
肯
定
側
・
否
定
側
と

」

」

」

も
持
ち
時
間
各
二
分
、
パ
ー
ト
間
の
準
備
時
間
は
設
定
し
て
い
な
い
。
こ
の
準
備
時
間

を
設
定
し
な
か
っ
た
理
由
は
、
班
内
の
一
部
の
生
徒
の
主
張
だ
け
で
論
戦
の
結
果
が
左

。

、「

」

右
さ
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
で
あ
る

生
徒
に
は
事
前
に
こ
の
趣
旨
を
告
げ

質
疑

・

反
駁
」
の
パ
ー
ト
で
は
、
積
極
的
に
発
言
す
る
よ
う
促
し
た
。
判
定
は
、
対
戦
し

「
て
い
る
二
班
の
審
判
担
当
の
者
の
合
議
に
よ
る
も
の
と
し
た
。
対
戦
し
て
い
な
い
二
班

は
傍
聴
と
し
た
。
展
開
ば
か
り
で
な
く
、
予
め
分
担
し
て
お
い
た
各
担
当
の
役
割
な
ど

も
客
観
的
に
確
認
さ
せ
た
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
特
に
、
判
定
で
は
、
対
戦
し
て
い
な

い
班
員
全
員
で
判
定
す
る
こ
と
も
考
え
た
が
、
判
定
結
果
と
そ
の
論
拠
の
ま
と
め
に
時

間
が
か
か
る
こ
と
を
考
慮
し
、
今
回
は
採
用
し
な
か
っ
た
。

実
際
の
展
開
は
、
思
っ
た
以
上
に
円
滑
で
あ
っ
た
が
、
論
理
的
な
や
り
取
り
に
や
は

り
不
十
分
な
も
の
を
感
じ
た
。
展
開
例
を
挙
げ
る
と
、
肯
定
派
の
骨
子
は
「
十
八
歳
は

経
済
的
に
も
、
社
会
的
に
も
責
任
能
力
が
認
め
ら
れ
て
よ
い
年
齢
」
と
い
う
も
の
で
あ

り
、
否
定
派
は
「
納
税
義
務
や
選
挙
権
が
な
い
た
め
、
社
会
参
加
は
難
し
く
、
精
神
的

に
も
未
熟
な
年
齢
」
と
い
う
位
置
づ
け
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し

「
質
疑
」
で
は

「
精
神
的
に
未
熟
と
い
う
の
は
何
を
も
っ
て
判
断

、

、

す
る
の
か

（
肯
定
派
）
な
ど
、
両
派
と
も
様
々
な
質
問
が
出
た
が
、
応
答
の
論
拠
が

」

い
ず
れ
も
弱
か
っ
た
。
従
っ
て

「
反
駁
」
で
も
緊
張
感
は
あ
る
も
の
の
、
相
手
の
質

、

問
を
論
理
的
に
切
り
返
す
よ
う
な
反
駁
は
難
し
か
っ
た
。

デ
ィ
ベ
ー
ト
後
、
次
の
方
法
で
評
価
を
行
っ
た
。

自
己
評
価
票
Ｂ
（
形
式
は
Ａ
と
同
様

掲
載
略
）
を
用
い
た
生
徒
の
自
己
評
価

１

こ
の
自
己
評
価
は
、
前
回
の
予
備
実
践
同
様
「
関
心
・
意
欲
・
態
度
」
の
観
点
で

評
価
し
た
。
自
己
評
価
票
も
前
回
に
準
じ
た
が
、
次
の
二
点
が
異
な
っ
て
い
る
。

、

。

⑤
感
情
的
に
な
ら
ず

皆
に
聞
き
取
り
や
す
い
声
で
話
す
こ
と
が
で
き
た
か

⑥
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
や
る
前
と
後
で
は
自
分
自
身
に
何
か
変
化
が
あ
っ
た
か
。

ま
た
、
各
係
り
を
分
担
し
た
も
の
は
、
自
己
評
価
票
に
そ
の
旨
を
書
き
、
自

分
の
分
担
に
つ
い
て
、
取
り
組
み
方
を
反
省
さ
せ
た
り
、
自
分
の
班
の
デ
ィ

ベ
ー
ト
を
客
観
的
に
評
価
さ
せ
た
り
し
た
。

自
己
評
価
票

Ｂ
ー
⑥
に
お
け
る
生
徒
の
意
見

・
デ
ィ
ベ
ー
ト
に
慣
れ
て
き
た
。
反
論
の
時
間
を
も
っ
と
上
手
く
活
用
し
て

相
手
の
論
理
を
崩
し
た
か
っ
た
。
惜
し
か
っ
た
。

・
今
ま
で
自
分
の
考
え
を
順
序
立
て
て
、
整
理
し
て
相
手
に
伝
え
る
な
ん
て

考
え
も
し
な
か
っ
た
が
、
大
切
な
こ
と
が
解
っ
た
。

・
い
つ
の
間
に
か
相
手
の
言
い
分
を
分
析
し
て
い
る
自
分
に
驚
い
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で
は
、
問
①
〜
⑤
に
お
い
て
大
方
の
生
徒
が
「
よ
く
で
き

た
」
を
選
ん
で
い
た
。
だ
い
ぶ
デ
ィ
ベ
ー
ト
に
慣
れ
て
き
て
い
る
の
が
窺
え
る
。

問
⑥
の
生
徒
の
意
見
で
は
特
筆
す
べ
き
点
が
あ
っ
た

「
自
分
の
考
え
を
順
序
立

。

て
て
」
や
「
相
手
の
言
い
分
を
分
析
し
て
い
る
」
点
が
そ
れ
に
あ
た
る
が
、
明
ら

か
に
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
通
じ
て
個
々
の
成
長
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

２

班
別
活
動
の
評
価

班
別
活
動
の
評
価
は
、
準
備
段
階
の
話
し
合
い
の
様
子
な
ど
も
含
め
「
話
す
・

聞
く
能
力
」
の
観
点
で
評
価
し
た
実
際
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
評
価
は
、
生
徒
の
自
己

評
価
票
の
①
〜
⑤
の
項
目
を
評
価
規
準
と
し
て
（
教
師
・
授
業
者
）
が
行
っ
た
。

班
別
活
動
の
評
価
は
、
係
り
を
分
担
し
た
者
も
含
め
、
班
員
全
員
を
同
じ
評
価
で

扱
っ
た
。
し
か
し
、
各
係
り
を
分
担
し
た
者
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
そ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
的
確
な
評
価
を
す
る
工
夫
を
今
後
の
課
題
と
し
て
研
究
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
っ
た
。
な
お
、
準
備
シ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
自
己
評
価
票
同
様
「
関
心

・
意
欲
・
態
度
」
の
観
点
で
評
価
し
た
。

オ

課
題
・
反
省

ク
ラ
ス
単
位
で
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
し
た
経
験
者
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
状
況
で
の

実
践
で
あ
っ
た
が
、
評
価
結
果
を
考
え
て
も
概
ね
成
功
し
た
と
い
え
る
。
た
だ
一

点
、
気
が
か
り
で
あ
っ
た
の
が
、
自
分
の
主
張
を
支
え
る
根
拠
を
様
々
な
角
度
か

ら
検
証
し
た
り
、
複
数
の
根
拠
を
上
げ
て
、
論
理
的
構
成
を
一
層
確
か
な
も
の
に

す
る
な
ど
の
基
本
的
な
部
分
で
の
工
夫
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

点
は
自
分
の
主
張
を
論
理
的
に
構
成
す
る
た
め
の
最
も
基
本
的
な
作
業
で
あ
る
と

考
え
る
の
で
次
の
学
習
活
動
の
中
心
的
課
題
と
し
て
取
り
上
げ
る
。
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」

（
三
）
実
践
Ⅱ

「
論
理
的
に
自
分
の
意
見
を
構
成
す
る
た
め
に

【
対
象
】
平
成
十
九
年
度
二
学
年

普
通
科
二
年
○
○
組

○
○
名

【
時
期
】
平
成
十
九
年
度
五
月

【

】「

」

教
材

書
き
手
の
考
え
方
や
そ
の
展
開
の
仕
方
に
つ
い
て
自
分
の
意
見
を
書
く

（
使
用
教
科
書

大
修
館
書
店

『
現
代
文

）
』

ア

単
元
の
目
標

結
論
と
論
拠
の
つ
な
が
り
を
確
固
た
る
も
の
に
す
る
工
夫
に
気
づ
く
。

イ

授
業
の
流
れ
（
一
時
間
）

・
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
（
資
料
⑤
抜
粋
）
の
配
布
と
本
時
の
目
標
・
評
価
の
説
明
。

・
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
使
い
、
結
論
に
対
す
る
論
拠
を
様
々
に
検
討
す
る
。

・
班
ご
と
に
、
結
論
と
論
拠
の
つ
な
が
り
を
確
固
た
る
も
の
に
す
る
た
め
の
工

夫
に
つ
い
て
の
意
見
を
集
約
し
、
発
表
す
る
。

ウ

授
業
に
あ
た
っ
て
の
留
意
点

昨
年
度
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
授
業
実
践
で
十
分
に
達
成
で
き
な
か
っ
た
点
に
つ
い

て
、
改
め
て
取
り
組
み
補
足
す
る
こ
と
を
試
み
る
実
践
で
あ
る
。
自
分
の
主
張

を
論
理
的
に
構
成
す
る
に
あ
た
り
、
結
論
と
そ
れ
を
支
え
る
論
拠
と
の
つ
な
が

り
は
多
様
で
、
確
固
た
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
様
々
な
角
度
か
ら
検
証

さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
の
結
論
と
論
拠
の
つ
な
が
り
を
強
固
に
す
る
た

め
の
工
夫
を
生
徒
自
身
に
行
わ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
こ
の
単
元
を
設
定
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
次
の
事
柄
に
留
意
さ
せ
る
。

・
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
使
っ
て
結
論
と
論
拠
の
つ
な
が
り
を
確
固
た
る
も
の
に
す

る
た
め
の
工
夫
に
気
づ
か
せ
る
こ
と
。

・
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
正
し
く
使
わ
せ
る
こ
と
。

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
は
八
つ
の
、
あ
る
事
柄
に
関
す
る
「
結
論
と
論
拠
」
が
載

せ
て
あ
る

（
資
料
⑤
）
い
ず
れ
も
、
論
拠
か
ら
結
論
に
至
る
根
拠
付
け
が
不

。

充
分
で
あ
り
、
論
拠
を
様
々
な
角
度
か
ら
再
検
討
さ
せ
、
結
論
に
至
る
、
よ

り
具
体
的
な
必
要
条
件
を
考
え
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
自
分
の

意
見
を
論
理
的
に
相
手
に
伝
え
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
、
説
得
力
あ

る
根
拠
づ
け
は
ど
う
す
れ
ば
で
き
る
の
か
、
多
面
的
に
物
事
を
生
徒
自
身
が

捉
え
ら
れ
る
よ
う
、
考
え
た
こ
と
を
書
き
込
む
よ
う
に
指
示
す
る
。

エ

評
価
の
実
際

主
張
と
論
拠
の
つ
な
が
り
を
確
固
た
る
も
の
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
ワ
ー
ク
シ

「

」

ー
ト
の
具
体
例
と
照
ら
し
あ
わ
せ
て
ま
と
め
て
い
る
か
を

関
心
・
意
欲
・
態
度

の
観
点
で
評
価
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
生
徒
か
ら
は
次
の
よ
う
な
意
見
が
出
た
。

・
論
拠
か
ら
結
論
を
導
き
出
す
に
は
論
拠
自
体
が
正
し
い
こ
と
、
ま
た
論
拠
に
不
足

が
な
い
こ
と
が
大
切
な
こ
と
。

・
事
実
と
意
見
の
区
別
を
つ
け
る
こ
と
。

・
論
拠
部
分
を
ま
ず
は
疑
っ
て
み
る
こ
と
。
否
定
し
て
み
る
こ
と
。

・
論
拠
と
結
論
の
関
連
性
が
適
切
で
な
け
れ
ば
、
説
得
力
に
欠
け
る
こ
と
。

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
、
生
徒
た
ち
は
学
習
目
標
を
達
成
し
た
と
評
価
で
き
る
。
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（
四
）
実
践
Ⅲ

「

山
月
記
』
の
読
解
を
も
と
に
し
た
班
別
討
論
会
」

『

【
対
象
】
平
成
十
九
年
度
二
学
年

普
通
科
○
○
組

○
○
名

【
時
期
】
平
成
十
九
年
度
六
月

ア

単
元
の
目
標

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
（
資
料
⑥
）
を
用
い
て
自
分
の
意
見
を
論
理
的
に
構
成
す
る
。

（
二
時
間
）

イ

授
業
の
流
れ

・

李
徴
が
虎
に
な
っ
た
理
由
と
は
何
か
」
に
つ
い
て
、
各
自
が
ワ
ー
ク
シ
ー

「ト
を
活
用
し
て
考
え
、
自
説
を
ま
と
め
る
。

、

、

。

・
ク
ラ
ス
の
生
徒
を
四
班
に
分
け

討
論
を
し

班
ご
と
に
意
見
交
換
を
す
る

・
実
践
終
了
後
、
自
己
評
価
票
Ｂ
を
用
い
て
生
徒
は
反
省
評
価
す
る
。

ウ

授
業
に
あ
た
っ
て
の
留
意
点

こ
の
授
業
実
践
は
、
実
践
Ⅰ
・
Ⅱ
を
発
展
的
に
展
開
し
た
も
の
で
あ
る
。
生

徒
自
身
が
、
結
論
と
論
拠
の
つ
な
が
り
を
確
固
た
る
も
の
に
す
る
た
め
に
、
ど

の
よ
う
な
説
得
力
あ
る
根
拠
づ
け
が
で
き
た
か
が
最
も
重
要
な
点
で
あ
る
。

ま
た
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
体
験
を
踏
ま
え
、
他
者
の
意
見
を
的
確
に
と
ら
え
、

自
分
の
意
見
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
が
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
よ
う
に

賛
否
・
可
否
等
の
対
立
項
の
ど
ち
ら
か
一
方
の
立
場
で
意
見
を
展
開
す
る
わ
け

で
は
な
い
。
生
徒
た
ち
は
様
々
な
論
拠
で
多
様
な
意
見
が
出
さ
れ
る
中
、
そ
れ

ら
の
意
見
を
考
慮
に
入
れ
て
自
分
の
意
見
を
主
張
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
、
次
の
事
柄
に
留
意
さ
せ
る
。

①
「
李
徴
が
虎
に
な
っ
た
理
由
と
は
何
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
対
す
る
自
分
の

考
え
を
ま
と
め
、
そ
の
論
拠
を
よ
り
確
か
な
も
の
に
す
る
た
め
、
ワ
ー
ク
シ

ー
ト
を
使
い
、
自
分
の
考
え
と
論
拠
の
つ
な
が
り
を
十
分
検
討
す
る
こ
と
。

②
小
説
の
読
解
の
深
さ
で
は
な
く
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
あ
げ
ら
れ
た
そ
れ
ぞ
れ

の
考
え
と
そ
の
論
拠
の
つ
な
が
り
方
の
確
か
さ
を
、
評
価
規
準
と
し
て
評
価

さ
れ
る
旨
を
事
前
に
知
ら
せ
て
お
く
こ
と
。

③
各
班
で
集
約
し
た
意
見
に
つ
い
て
も
同
様
の
評
価
規
準
で
班
員
全
員
に
同
じ

評
価
を
与
え
る
こ
と
も
事
前
に
知
ら
せ
て
お
く
こ
と
。

エ

評
価
の
実
際

「
李
徴
が
虎
に
な
っ
た
理
由
と
は
何
か
」
に
つ
い
て
自
分
の
意
見
と
ワ
ー
ク
シ

ー
ト
に
書
か
れ
た
論
拠
が
強
い
説
得
力
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
し
っ
か
り
と
結
び
つ

け
ら
れ
、
検
証
は
十
分
さ
れ
て
い
る
か
、
を
「
読
む
能
力
」
の
観
点
か
ら
ワ
ー
ク
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シ
ー
ト
に
よ
り
個
人
評
価
し
、
各
班
で
ま
と
め
た
意
見
に
つ
い
て
は
「
話
す
・

聞
く
能
力
」
で
評
価
し
、
班
員
全
員
に
同
じ
評
価
を
与
え
た
。
ま
た
、
実
践
終
了

後
の
自
己
評
価
票
に
よ
り
、
生
徒
の
自
己
評
価
を
「
関
心
・
意
欲
・
態
度
」
の
観

点
で
評
価
し
た

自
己
評
価
票
の

問
②
〜
④
の
結
果
で
は

全
般
に
お
い
て

よ

。

、

、

「

」

。

、

く
で
き
た

を
選
ん
だ
生
徒
が
か
な
り
い
た

相
手
の
意
見
・
考
え
に
耳
を
傾
け

同
時
に
自
分
の
意
見
の
論
拠
も
よ
く
検
討
し
た
う
え
で
、
書
い
て
い
た
。
デ
ィ
ベ

ー
ト
か
ら
の
一
連
の
学
習
活
動
を
通
し
て
、
各
単
元
の
学
習
内
容
に
つ
い
て
理
解

を
示
し
、
論
理
的
な
考
え
方
が
生
徒
達
の
身
に
つ
い
て
き
た
と
思
っ
て
い
る
。

自
己
評
価
票

Ｂ
ー
⑥
（
但
し
、
今
回
は
「
感
想
を
述
べ
よ

」
と
い
う
問
い

。

か
け
に
し
た
）
に
お
け
る
生
徒
の
意
見

。

・
物
の
見
方
を
変
え
る
と
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
見
え
て
く
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た

・
言
葉
を
つ
け
足
し
た
り
変
え
た
り
す
る
こ
と
で
こ
ん
な
に
納
得
の
度
合
い
が
高

ま
る
こ
と
を
実
感
し
た
。

・
論
理
的
に
考
え
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
。
で
も
面
白
い
。

・
論
理
性
を
高
め
て
い
く
と
自
分
の
意
見
が
明
確
に
相
手
に
伝
わ
る
よ
う
に
な
っ

た
。

オ

今
後
の
展
開

デ
ィ
ベ
ー
ト
か
ら
討
論
会
に
至
る
ま
で
の
一
連
の
学
習
活
動
で
、
生
徒
達
は
自

分
の
意
見
を
論
理
的
に
組
み
立
て
る
こ
と
を
学
ん
だ
。

次
の
段
階
と
し
て
は
、
こ
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
実
践
的
な
「
型
」
を
小
論
文
に
取

り
入
れ
、
さ
ら
に
そ
の
型
を
応
用
し
て
多
様
な
論
拠
か
ら
自
分
の
意
見
を
論
理
的

に
構
成
す
る
よ
う
な
小
論
文
に
進
め
て

「
書
く
能
力
」
の
向
上
と
絡
め
た
指
導

、

を
展
開
し
た
い
と
考
え
た
。

」

（
五
）
実
践
Ⅳ

「
山
月
記

小
論
文
指
導

【
対
象
】
平
成
十
九
年
度
二
学
年

普
通
科
○
○
組

○
○
名

【
時
期
】
平
成
十
九
年
度
六
月

【
教
材

『
山
月
記

（
使
用
教
科
書

大
修
館
書
店

『
現
代
文

）

】

』

』

デ
ィ
ベ
ー
ト
を
は
じ
め
と
す
る
一
連
の
学
習
活
動
に
お
い
て
、
生
徒
た
ち
が
習
得
し

て
き
た
論
理
的
構
成
力
を
小
論
文
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
よ
り
確
実
に
定
着
さ
せ
る
こ

と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
る
。
具
体
的
な
学
習
活
動
と
し
て
は

「
デ
ィ
ベ
ー
ト
」
を
通

、

じ
て
学
び
得
た
「
論
述
の
型
」
を
応
用
し
、
型
に
従
っ
て
論
述
を
展
開
す
る
こ
と
で
論

理
的
な
構
成
を
持
つ
小
論
文
を
書
く
こ
と
を
目
指
す
。
ま
た
、
主
張
の
論
理
性
を
一
層

高
め
る
た
め
、
主
張
を
支
え
る
論
拠
を
必
要
に
応
じ
て
様
々
に
検
討
す
る
と
い
っ
た
基

。

、

「

」

本
的
な
作
業
も
繰
り
返
し
行
う
こ
と
も
指
導
し
た

な
お

こ
こ
で
い
う

論
述
の
型

と
は
次
の
よ
う
な
構
成
を
指
す
。

デ
ィ
ベ
ー
ト
の
型
を
対
応
さ
せ
た
「
論
述
の
型
」

・
意
思
表
示
（
自
分
は
〜
と
考
え
る

）

…

「
立
論
」

。

・
意
見
提
示
（
確
か
に
〜
し
か
し
〜
）

…

「
反
駁
」

・
根
拠

（
な
ぜ
な
ら
〜
）

…

「
質
疑
」

・
結
論

（
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
）

…

「
最
終
弁
論
」

ア

単
元
の
目
標

デ
ィ
ベ
ー
ト
の
型
を
利
用
し
た
小
論
文
を
書
く
こ
と
で
、
自
分
の
主
張
を
論

理
的
に
構
成
す
る
方
法
を
確
認
す
る
。

（
二
時
間
）

イ

授
業
の
流
れ

・

山
月
記

の
討
論
会
で
使
用
し
た
資
料
を
参
考
に
し
て

李
徴
の
作
品
が

第

「

」

「

『

』

、

一
流
の
作
品
に
な
る
の
に
欠
け
て
い
る
微
妙
な
点

と
は
人
間
性
で
あ
る
か

否
か

」
を
、
ど
ち
ら
か
一
方
の
立
場
で
考
え
、
小
論
文
を
書
く
。

。

・
自
己
評
価
票
に
よ
る
自
己
評
価
及
び
任
意
の
二
人
組
で
相
互
評
価
す
る
。

ウ

評
価
規
準
・
評
価
の
観
点
と
評
価
の
実
際

①

小
論
文
の
評
価
と
評
価
の
実
際

・

論
述
の
型
に
従
っ
て
主
張
が
展
開
さ
れ
て
い
る
か

「
書
く
能
力
」

「

」

・

論
拠
に
つ
い
て
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
か

「
読
む
能
力
」

「

」

②

自
己
評
価
・
相
互
評
価

（
と
も
に
『
関
心
・
意
欲
・
態
度
』
の
観
点
）

・

自
己
評
価
票
Ｃ

（
資
料
⑦
）
の
規
準
で
自
己
評
価
を
行
っ
た
。

「

」



2 11国－ －

・
相
互
評
価
は
任
意
の
二
人
組
で
行
い
、
授
業
者
は
机
間
指
導
に
よ
る
観
察
評
価

を
行
っ
た
。

※

「
論
理
的
な
文
章
が
書
け
た
」
と
い
う
自
己
評
価
が
多
く
、
生
徒
達
の

意
欲
的
な

取
り
組
み
が
実
を
結
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

（
資
料
⑦
）
自
己
評
価
票

自
己
評
価
票

Ｃ

（
小
論
文
）

（

）
組

（

）

①

テ
ー
マ
に
基
づ
い
て
小
論
文
を
書
く
こ
と
が
で
き
た
か
。

②

本
文
の
内
容
を
よ
く
理
解
し
な
が
ら
読
む
こ
と
が
で
き
た
か
。

③

論
拠
を
示
し
な
が
ら
、
自
分
の
考
え
を
論
理
的
に
文
章
に
す
る
こ
と
が
で

き
た
か
。

④

推
敲
を
通
し
て
、
文
章
表
現
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
か
。

Ａ
＝
よ
く
で
き
た

Ｂ
＝
普
通

Ｃ
＝
や
や
劣
る

Ｄ
＝
で
き
な
か
っ
た

①

②

③

④

⑤

今
回
の
小
論
文
学
習
を
や
っ
て
み
て
ど
う
で
あ
っ
た
か
、
感
想
を
述
べ
て

く
だ
さ
い
。

（

）

自
己
評
価
票

Ｃ
ー
⑤
に
お
け
る
生
徒
の
意
見

、

。

・
ふ
だ
ん
あ
ま
り
文
章
を
書
く
の
は
得
意
で
は
な
い
が

今
回
は
結
構
書
け
た

・
話
し
言
葉
か
ら
書
き
言
葉
へ
移
す
の
は
や
は
り
難
し
い
作
業
だ
と
思
う
。

し
か
し
「
論
述
の
型
」
に
あ
て
は
め
て
書
い
て
い
け
ば
形
に
は
な
る
と
思
っ

た
。

・
文
章
が
う
ま
く
な
っ
た
気
が
す
る
。

（
資
料
⑧
）
生
徒
作
品
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（
六
）
実
践
Ⅴ

「
小
論
文
指
導

朝
日
新
聞
よ
り
」

【
対
象
】
平
成
十
九
年
度
二
学
年

普
通
科
○
○
組

○
○
名

【
時
期
】
平
成
十
九
年
度
十
月

【
教
材

「
全
国
学
力
調
査
結
果
」

朝
日
新
聞

十
月
二
十
五
日

十
二
版

】

「
都
道
府
県
別
の
平
均
正
答
率
」
の
表

ア

単
元
の
目
標

資
料
を
読
み
取
り
、
自
分
の
主
張
を
支
え
る
論
拠
を
様
々
な
角
度
か
ら
検
討

し
、
論
理
的
な
構
成
を
も
つ
小
論
文
を
書
く
。

（
二
時
間
）

イ

授
業
の
流
れ

・

全
国
学
力
調
査
結
果
」
を
見
て
、
内
容
を
読
み
取
り
、
小
論
文
を
書
く
。

「
・
自
己
評
価
票
Ｃ
の
規
準
に
よ
る
自
己
評
価
及
び
任
意
の
二
人
組
で
相
互
評
価

す
る

（
自
己
評
価
・
相
互
評
価
は
「
関
心
・
意
欲
・
態
度
」
の
観
点
で
評

。

価
す
る

）
。

ウ

評
価
規
準
・
評
価
の
観
点

①
「
全
国
学
力
調
査
結
果
」
を
見
て
、
読
み
取
れ
る
内
容
を
検
討
・
整
理
で
き

た
か

「
読
む
能
力
」

。

②
資
料
か
ら
読
み
取
っ
た
も
の
の
論
拠
を
と
り
、
論
述
の
型
を
応
用
し
た
自
分

な
り
の
構
成
で
論
理
的
な
小
論
文
が
書
け
た
か

「
書
く
能
力
」

。

エ

評
価
の
実
際

一
連
の
学
習
活
動
を
経
た
後
の
実
践
で
あ
っ
た
た
め
、
前
項
ウ
②
で
は
、
自

己
評
価
に
お
い
て
高
い
評
価
が
つ
き
、
生
徒
は
論
理
性
の
高
い
主
張
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
ウ
①
に
つ
い
て
は
、
論
拠
と
な
る

部
分
の
検
討
が
、
言
語
資
料
で
は
な
い
も
の
の
読
み
取
り
で
あ
っ
た
た
め
、
か

な
り
難
度
が
高
か
っ
た
。

自
己
評
価
票

Ｃ
ー
⑥
に
お
け
る
生
徒
の
意
見

・
す
ご
く
難
し
か
っ
た
。

・
解
説
を
聞
い
て
な
る
程
と
思
っ
た
。
世
の
中
何
が
正
し
く
て
、
何
が
そ
う
で

な
い
の
か
見
分
け
な
い
と
ま
ず
い
と
思
っ
た
。

・
論
理
的
に
書
く
こ
と
の
方
法
論
は
さ
ほ
ど
難
し
く
は
な
い
が
、
そ
の
書
こ
う

と
す
る
中
身
の
選
択
が
難
し
い
と
思
う
。

五

検
証

決
し
て
「
国
語
」
と
い
う
教
科
は
嫌
い
で
は
な
い
の
に
、
他
者
の
主
張
の
論
理
的
な

組
み
立
て
を
的
確
に
と
ら
え
よ
う
と
し
た
り
、
論
拠
を
明
確
に
し
論
理
的
に
「
自
分
の

意
見
」
を
組
み
立
て
て
表
現
し
た
り
す
る
こ
と
は
苦
手
だ
と
感
じ
て
る
生
徒
は
多
い
。

今
回
の
試
み
は
、
そ
の
よ
う
な
事
柄
を
何
と
か
克
服
で
き
な
い
も
の
か
と
い
う
こ
と

で
始
ま
っ
た

「
話
す
・
聞
く
能
力

「
読
む
能
力

・

書
く
能
力
」
が
バ
ラ
ン
ス
よ

。

」

」
「

く
身
に
つ
き
、
伝
え
合
う
力
の
向
上
も
期
待
で
き
る
学
習
法
と
し
て
デ
ィ
ベ
ー
ト
と
小

論
文
と
の
段
階
的
併
用
を
考
え
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
習
活
動
の
評
価
を
総
合
的
に
考
え

る
と
、
一
連
の
実
践
は
、
生
徒
の
論
理
的
な
思
考
を
育
む
の
に
、
有
効
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
生
徒
た
ち
は
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
に
お
い
て

「
他
者
の
主
張
を
的
確
に
と
ら

、

え
る
こ
と

・

他
者
の
主
張
を
踏
ま
え
、
自
分
の
主
張
を
論
理
的
に
構
成
す
る
こ
と
」

」
「

が
、
自
分
の
考
え
を
伝
え
る
と
き
に
重
要
な
こ
と
に
気
づ
き
、
そ
の
工
夫
に
取
組
む
こ

と
が
で
き
た
と
思
う
。
さ
ら
に
、
そ
の
成
果
を
小
論
文
で
確
認
、
応
用
す
る
こ
と
で
、

一
層
の
定
着
が
図
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

六

お
わ
り
に

早
い
も
の
で
、
研
究
員
に
な
っ
て
も
う
す
ぐ
二
年
の
年
月
が
流
れ
る
。
日
々
、
時
間

、

。

、

「

」

に
追
わ
れ

慌
た
だ
し
い
毎
日
を
過
ご
し
て
い
る

だ
が

今
回
の
研
究
で
は

国
語

と
い
う
教
科
に
関
し
て
は
勿
論
の
こ
と
、
そ
れ
以
外
に
も
多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
。
特

に
、
自
分
が
い
か
に
多
く
の
人
に
支
え
て
も
ら
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
自

分
が
学
ん
だ
こ
と
を
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
生
徒
達
に
還
元
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
研
究
の
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
に
深
く
感
謝
致
し
ま
す
と
と
も
に
、
今
回
の
研
究
に
際
し
、
温
か
い
御
指
導
と
貴
重

な
御
助
言
を
賜
り
ま
し
た
指
導
主
事
の
○
○
○
○
先
生
、
○
○
○
○
先
生
、
前
指
導
主

事
の
○
○
○
○
先
生
、
教
科
指
導
員
の
○
○
○
○
先
生
、
○
○
○
○
先
生
、
前
教
科
指

導
員
の
○
○
○
○
先
生
、
教
科
研
究
員
の
先
生
方
、
県
立
○
○
高
等
学
校
の
先
生
方
に

こ
の
場
を
借
り
て
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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